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Abstract: IPBES has proposed a framework for sustainable future. Transformative change with respect to nature 

will be driven by recognizing what values people have; making inclusive decisions based on those values; 

restructuring policies, rights, and regulations in accordance with them; and transforming the social norms and goals 

that can drive change. Social media is a new source of information and a modern tool for monitoring public opinion 

on the human-nature interactions. This study identifies commonalities among seven language communities (those 

of the six official languages of the United Nations, plus Japanese) together with the showing the uniqueness of the 

Japanese community by comparing Tweets including the term biodiversity and to determining differences in interest 

and concern about biodiversity from the past to the present. Interest was then qualitatively and quantitatively 

identified using natural language processing technology. The diversity indexes have on the rise in all language 

communities but engagement behaved different by years and language communities. Network analysis showed the 

different understandings of biodiversity plays as the foundation of people’s lives. 

１． 背景・目的 

 社会変革をより持続可能で未来的にすることは、様々な自然の価値を中心とした介入点の組み合わ

せを実行できるかどうかにかかっており、このような中で人々の社会規範や目標を変えることが最も

大きな効果をもたらすと言われている 1)。しかし、生物多様性に対する人々の関心や行動への意志を示

す世界で共通して長期的に一貫した情報が不足している 2)。そんな中、新しい人間と自然の相互作用に

対するパブリックオピニオンの情報源やモニタリング手段として Social media が注目されている 3)。よ

って本研究では、国連公用語と日本語を対象として、生物多様性に関連した Tweet を比較すること

で、言語コミュニティ間で共通している概念と日本語コミュニティの独自性を解析し、Twitter での生

物多様性に対する人々の関心のトレンドを可視化することを目的とする。 

２． 研究手法 

２．１ ツイートデータの取得 

Tweet を取得するために、Twitter が公開する外部から Twitter サーバ内の Tweet を解析するためのインタ

ーフェースである Application Program Interface (API) として、Python 上で tweepy (ver 3.8.0)4) を用い

て Twitter API v2 を利用した。Tweet の取得期間は 2006 年 03 月 21 日から 2021 年 12 月 31 日までとし、

Full archive 検索を利用した。検索ワードは’生物多様性’とし、日本語 (‘生物多様性’)、英語 (‘biodiv

ersity’)、フランス語 (‘biodiversité’)、スペイン語 (‘biodiversidad’)、中国語 (‘生物多样性’)、ロシア語 (‘б

иоразнообразие’)、アラビア語 (‘ البيولوجي   التنوع ’) の 7 言語コミュニティで Tweet を収集した。 

２．２ 定量分析 

 エンゲージメントの評価は、年 i に取得したツイート数を Tweeti、取得したツイートがリツイートさ

れた合計を RTi、いいねされた合計を likei、リプライされた合計を replyiとし、各年のエンゲージメント 

RT_engagementi, like_engagementi, reply_engagementi を式 (1), (2), (3)で算出した。また、年 i に利用され

る N 個のハッシュタグの確率分布 p1, p2, p3,…,pnから算出されるシャノンエントロピーを diversity 
indexiと呼び以下の式(4)で算出した。 

𝑅𝑇_𝑒𝑛𝑔𝑎𝑔𝑒𝑚𝑒𝑛𝑡𝑖 =
𝑅𝑇𝑖

𝑇𝑤𝑒𝑒𝑡𝑖
                     (1) 𝑙𝑖𝑘𝑒_𝑒𝑛𝑔𝑎𝑔𝑒𝑚𝑒𝑛𝑡𝑖 =

𝑙𝑖𝑘𝑒𝑖

𝑇𝑤𝑒𝑒𝑡𝑖
                   (2) 

𝑟𝑒𝑝𝑙𝑦_𝑒𝑛𝑔𝑎𝑔𝑒𝑚𝑒𝑛𝑡𝑖 =
𝑟𝑒𝑝𝑙𝑦𝑖

𝑇𝑤𝑒𝑒𝑡𝑖
               (3) 𝑑𝑖𝑣𝑒𝑟𝑠𝑖𝑡𝑦 𝑖𝑛𝑑𝑒𝑥𝑖 =  − ∑𝑁

𝑛=1 𝑝𝑛𝑙𝑜𝑔2𝑝𝑛 [𝑏𝑖𝑡]    (4) 

２．３ 定性分析 

 ハッシュタグの共起関係を調べるため Python 上で NetworkX (ver. 2.4)5) を用いてネットワークグラフ

を作成し、媒介中心性を算出した。ネットワークグラフでは、ノードの大きさはハッシュタグの使用回

数、エッジの太さはハッシュタグ間の共起回数に比例させた。また、あるノード i がそれ以外の任意の

2 つのノード s, t (1≤s,t≤n ∩s,t≠i) を結ぶ 𝐶2𝑛−1 個の最短経路 σst のうち、ノード i を通過する最短経路

σst (i) の割合の和を媒介中心性 biとして式 (5) で算出した。 

𝑏𝑖 = ∑ ∑
𝜎𝑠𝑡(𝑖)

𝜎𝑠𝑡

𝑛
𝑡=1(𝑡≠𝑖)

𝑛
𝑠=1(𝑠≠𝑖)      (5) 



Table 1 媒介中心性の高いハッシュタグ 

 

３．結果と考察 

３．1 ツイートの統計量 

 全ての言語コミュニティで投稿された Tweet の総数は 5,140,273となった。最も多く呟かれた Tweet

は英語 (2,925,742, 57%)とスペイン語 (1,422,724, 28%) であった。一方，ロシア語 (3,450, 0.7% )

と中国語 (4,971,1%) は少ない割合を占めた。その他、日本語 (301,571, 5.9%), アラビア語 (14,975, 

0.3%), フランス語 (466,840, 9.1%) は 1万から 50万 Tweetであった。 

３．2 定量・定性分析 

 全言語コミュニティで、Engagement は RT, like, reply で増加傾向が見られたが、前年に比べて減少す

る年も観測された (Fig. 1 a, b, c)。一方 diversity index は単調増加傾向が観測された (Fig.1 d)。全指標の

動態から、Twitter は生物多様性に対する議論の場として活性化していることが示唆された。 

 Table 1 は全年度を通じて言語別に媒介中心性が高いハッシュタグを抽出した表である。日本語、ア

ラビア語、中国語コミュニティでは組織やイベントが多く観測された。また英語、フランス語、ロシア

語、スペイン語コミュニティでは自然や生物多様性を表す概念が媒介中心性の高いハッシュタグとして

抽出された。言語コミュニティによって生物多様性に対する理解の違いが人々の生活に影響することが

示唆された 1) 

４．今後の課題 

今後，①value assessment でも求められている通り、多様な人々と協働することで伝統や文化を踏まえ

た深い生物多様性の概念を議論すること、②各言語コミュニティでの時系列的な話題の推移を可視化す

ることを目指す． 
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a) RT_engagement b) like_engagement c) reply_engagement d) diversity index 

Fig. 1 Engagement と diversity index の推移 
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